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、水産動物筋肉中の有機燐酸化合物に関する研究

第2報鯉肉中の Creatinephosphateの定量に就て

斎藤恒行・新井健

〈北海道大学水産学部水産化学教室〉

Studies on the Organic Phospbates in Muscle of Aquatic Animals 

II. on the determination of creatine phospbate in muscle of c紅 P

Tsuneyuki SAIτO and Ken-ichi ARAI 

Abstract 

(1) The method， presented by Miyazaki et aI. (1954)， was l閣 dquantitatively in the 

study ofα官atinephosphate in muscle of carp. 
(2) From the present experiments that method was recognized to be reliable for quantitative 

determination. 

(3) The determination was continued for two years・Itwas observed that the ∞ntents of 
crωtine phωphate in muscle of carp varied considerably with鉛 mephysiologicaI conditions and 
that the values were Iow as∞mpared with mammalian muscles. 

既に第 1報に於て著者等は鯉筋肉中の adenosine'dipho司phate(ADP)， adenosine triphosphate (ATP)の

含量を測定するに当り，その定量法の検討とその測定結果とを報告した。 l)

動物組織中の creatinephosphate (CP)の定量に就ては， Fiske & Subbarowの方法2)や Voges-Prωkauer

反応を応凋した Ennor& R惜 n恥rgの方出)があり，叉 Alk蹴 vaは Jaffe反応を利用する秀れた方法を

提唱し更に宮崎，内田等1)は鴫乳類の生筋に対する応用に就て詳細な報告を行っている。文最近ではイオy

交換樹脂に依る A肱凶の方法的等も紹介されている。

著者等は銀筋肉に就て宮崎，内田等:4)の方法を応用し，二，三の知見を得たのでこ〉に報告する。

実験方法

(1)獄 l 料

i) Dehydrated creatinine:小宗薬品K.K. 

ii)合成 creatinephosphate (N噛):Ennor & Stocken法に依る6)

iii)養殖銀:体長20-鈎cm，体重お0-400g

(2) 献薬

i) 7.7% ammonium molybdate (10N H2S04溶液〉

ii)錐床日 picricacid 

iii) 10% NaOH 

iv)指示薬:methyl r，吋

(3)測定

。標準 creatinine溶液:O.lN HCl 溶液に 0.lmgj11∞cc濃度に溶解，発色した。

ii)合成 CPは水に溶解し直ちに NaOHでアルカリ性とし， Ca(OH)2で鐙閉した10%CaC12を添加，混

在する無機燐を沈桜除去して，その上澄液に就て発色した。
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iii)すでに報告した組問舗inepolyph<即Ihateの場合と同じく九養殖鯉は可及的低温に於て筋肉をメス

で切りとり.10倍容の4%HCIO企及び少量の海砂と共に冷却しである乳鉢中で屠潰.櫨過して抽出液とな

しその1-2α に就で発色した。
1 

発色の方法は宮崎，内田等:'lの方法に依り，先ず上記試斜液に両容の7・7%ammonium molybdate溶液を

加え室温にてお分もしくは 500Cで5分間分解を行う。分解終了後間thylr凶一滴を指示薬として中和し次

いで10%NaOH 0.4∞，飽和 picricacid 4∞を加え250Cで20分暴色させる。墨色後水で全容をお∞に稀釈し

置ちに島海光電光度計 C5l!伽nu)又は島津分発光度計 C520mμ〉で比色定量する。

報葉産水大;/t 

実

HarveyT)がすでに報告し

た様に，比色定量を光電:光

度計によって行う場合は

creatinine濃度と昼色〈吸

‘光係数〉の相関関係は

Lambert-Beerの法則に従わ

ない。これは特に creatinine

の高濃度に於て著るしい。

即ち Fig.1に示す様に

creatinine 1∞γ以上の濃度

に於ては直)線的関係が認め

られない。他方分光光度計

によるときはFig.2に示す

ま日く全〈直線航割係が認め

られた。

感度は光電光度計を使用

した場合は0.5-5-1'/tt. (終
末溶液)，分光光度計を使

用した場合は 0.2-101'!cc

〈終末溶液〉である。いず

れも creatinineについてで

あり CPとしては 1.厳罰B倍

となる。

宮崎，内国等の場合と同

じく誤差は 1%内外，操作

は極めて簡便であった。

従来広ミ利用されている

Fiske & Subbarow法，2)及び

EnDo~ & Rωenbelg法めと

陪本方法との比較を，合成CP

及び鯉筋肉抽出液に就て行

った結果は第1表及び第2

果錨験O. D. at 510mμ 
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即ちこれらの方法はいずれも

良〈ー数した値を示した。倫筋

肉抽出液に対する合成 CPの

添加試験の結果は，本方法では

回収率98-1∞1%.Fi由 &Sub.

barow法では伺%を示した。従

って宮崎，内同等の主張する様

κ，本方法は操作が簡便である

上に迅速測定を可能とする利点

をもっており，叉銀筋肉検出液

に就て充分応用出来る事を認め

'‘ 'ー。
以上の結果から著者等は宮崎

内田等の方法に依って. 2年聞

にわたり飽筋肉中のCPの含量

を測定した。その結果を第3表

に示す

表に示す如くである。

Com阿 i馴 betw間 IFiske & Subbarow's and Miyazaki 
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* Analytical data by Yoshimura & Shibata8) 

Contents oC creatine pbosphate in carp muscle 
くmgfgwet wt. muscle) 

M叫 1954

1.∞ 3.邸 2.441.97 0.74 0.55 I 2.田 2.542.20 0お 1.13
骨骨 骨

1.06 0.27 0.511.19 1.23 0.43 
骨骨

2.35 1.95 0.37 0.57 2.32 1.64 

2.田 2.29
*・

0.37 
0.57 1.14 0.90 1.ω 

1.95 2.52 1.64 

1955 

o.伺

0.97 1.64 1.13 1.29 

0.98 0.93 

0.94 
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に合致している。

向第3表の値を総合すれば鯉筋肉中の CP保有量は，犬体1.00-2.50mgfg筋肉湿重量であるといえる。

佐々木，藤巻等は鰹筋肉に就て 0.50mgfgの値を報告しているが，著者等の分析結果はより高い値を一

般に示している。しかしいずれにしても家兎， モルモット等のR鯛 J動物と比綬するときは，飽筋肉は低いエ

ネルギーレペルにあるといわねばならない1)。

要 約

水産動物筋肉中の有機燐酸化合物に関する研究の一環として creatineph岬 hateの定量を行うために，定

量法として宮崎・内同等の方法を鯉筋肉に応用した結果，適当な方法である事を認め，更に2年聞にわたっ

てその定量を続け，健筋肉中の CP保有量はかなりの愛動をともなっており，一般にE翻」動物のそれより低

い値を示す事な知うた。

備本研究を行うに当り，定量法その他に就て御懇切な御指導を賜った札幌医大生理学教室永井寅夫教授，

宮崎英策助教授，内田倖喜氏に深謝する。
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